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ていたのである。さらに注目すべき点は 2つあった。第 1に第 1項目を含め





















しかし， 1998年 12月に台湾省が凍結されると， 1947年憲法は大陸の憲法か
ら事実上，台湾のそれに修正されたことがはっきりした。このような李登輝
政権の政治改革は中国だけでなく外省人エリートからみても台湾独立に傾い






















































































































































































改革の 7項目とは， 1に党政分離(原語は「党政分開J)，2に権力分散， 3 
に政府工作機構の改革， 4に幹部人事制度の改革， 5に社会協議対話制の確
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たように思われる。そうした改革路線の延長線にある考え方は，党の指導を










































めに生じる)を保持していた点に注目した。 1つ目は国民党一党制の保持， 2 
つ目は中岡全土の政権を擬制する 1947年憲法の維持と台湾省の民主化， 3 
つ目はイデオロギー市場の発展の容認(ただし「反共」と体制批判禁止)で
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